要件定義書
作成日時：2006/05/21 午後5時52分
改定日時：2006/05/23 午前2時12分
※要求のヒアリングをしたうえで、ヒアリング結果をまとめた「要件（要求）定義書」にまとめます。いわゆる、新システムの青写真になります。

■開発案件名

ＪＵＮ

■開発の目的と背景

現在、重松先生は紙媒体のテストの添削結果を、ひとつひとつエクセルファイルに手入力している。しかし、この作業が面倒でしかたがないとのこと。
上記の問題を解消するために、ＷＥＢ上で生徒が受けた問題の回答を、ＷＥＢ上で先生が採点することが出来、先生が一度採点した回答はもう採点しなくて済むようなシステム、また、添削結果を自動的にエクセルファイルに追加していくシステムを制作する。

■効果予測

一度添削した回答は、（本人が見直したいと思わない限り）二度と添削する必要がなくなり、二度手間な作業を省くことができる。また、それを自動的にエクセルファイルに追加していくことで、面倒な手入力作業をなくすことができる。これらの効果を合わせて、総合的に重松先生の添削業務を現状とくらべ、大幅に簡略化する。

■システム稼動開始予定時期

０６月０８日～０６月２２日：　プロトタイプ試験

０７月０６日～０７月１３日：　最終試験

■開発案件概要

１．重松先生がＷＥＢ上で問題を作成できる
　・問題の削除などの編集をすることができる
２．生徒もまたＷＥＢ上で問題に回答することができる

　・回答前にマニュアルを見ることができる

３．重松先生がそれをＷＥＢ上で添削することができる

　・不正解の回答は系統別に分けて保存することができる

　・間違えた箇所にいわゆる“印”をつけることができる

　・各“印”のついた箇所にコメントを残すことができる

４．一度添削した問題は自動的にＤＢに追加する

５．一度添削した問題も添削しなおすことができる
６．先生が自分でエクセルファイルを閲覧、ダウンロードできる
■全体実現イメージ

重松先生は今後ＷＥＢ上で問題を作成・追加することができ、生徒はＷＥＢ上でそれらの問題に回答することができる。既に添削したことがある回答であれば、自動的に正解または不正解の回答としてエクセルファイルに追加する。添削したことがない回答であれば、添削が必要な回答として先生がシステムをアクセスした際に添削できるようになる。そして見えないところで、これらの蓄積されたデータは、エクセルファイルに出力され、それは今後の中国研究室の中国語添削システムの基盤となる。

■導入後の見通し

プロトタイプ試験、及び最終試験後には適時報告書を作成する予定である。システムの完成後は問題集とユーザーの増加に伴い、データ量の大幅な増加が予想されるが、ＣＳＶ（テキスト）ファイルにデータを書き足すだけなので、トラブルの心配はないと考えている。
